○○○○（組合名）　規約
（目的）

第１　この組合は、五所川原市金木地区の担い手育成の一環として稲作および畑作の高能率な生産を図るとともに、受託農作業を実施し生産性の高い水田農業の確立に資することを目的とする。

（名称）

第２　この組合は、「○○○○（組合名）」と称する。

（地区）

第３　この組合の地区は、五所川原市金木地区全域とする。

（組合の事務所）

第４　この組合の事務所は、○○○（組合代表者名）宅に置く。

（事業）

第５　この組合は、第１の目的を達成するために次の事業を行う。

（1） 稲作及び、畑作に係わる営農と担い手育成に関すること。

（2） 稲作及び、畑作に係わる農作業の受託に関すること。

（3） その他、第１の目的に達成に必要な事業に関すること。

（組合員の資格）

第６　この組合の構成員となる資格を有するものは、五所川原市金木地区に住所を有する農業者とする。

（組合の加入、脱退）
第７　この組合への加入及び脱退は、組合員の自由意志で決定し、○○○（組合代表者名）宅に届けることにより効力を生じる。

（組合の役員）

第８　この組合の業務を円滑に運営するため、次の役員を置く。

（１）組合長　　　　　○名

（２）副組合長　　　　　○名

（３）会計、書記　　　　　○名

（４）監事　　　　　○名

２　組合長は、この組合を代表し会務を処理する。

３　副会長は、組合長を補佐し、組合長に事故ある時はその職務を代理する。

４　監事は、会計事務の執行を監査する。
附　則　　この規定は平成○○年○月○日より施行する。
組合員名簿
組合長　　　○○○○
副組合長　　　○○○○・○○○○○
会計、書記　　　○○○○
監事　　　○○○○
無人ヘリコプター管理運営規定

第1条 　この規定は、（以下組合と云う）が無人ヘリコプター（以下無人ヘリと云う）の適正な管理運営と効率的な利用を図ることを目的とする。

第2条 　無人ヘリの管理運営主体は、組合とし、その責任は組合長をもって充てる。

第3条 　無人ヘリの利用者は組合員とし、組合員は無人ヘリの能力が効率かつ継続的に発揮されるよう、善良な管理を持って当たるとともに異常を発見した場合は組合長に報告の上、速やかに補修整備しなければならない。

第4条 　無人ヘリの運転、整備は責任者が委嘱したものが当たる。

第5条 　無人ヘリ使用料については、総会において決定し、これをもって無人ヘリ維持管理に充てるものとする。

第6条 　無人ヘリの減価償却資産の耐用年数は○年とする。
第7条 　この規定に定めない事項は、役員会において決定する。

附　則　　この規定は平成○○年○月○日より施行する。
